
荒川自然公園（荒川）

荒 川 区 長

定例記者会見

令和7年９月2２日（月）



本日の記者会見の内容

１ 第５０回荒川区政世論調査を実施中

２ 循環型社会の実現に向けた取り組み（プラスチックの分別回収開始ほか）

３ 環境省公募の先進的モデル形成支援事業に荒川区の取り組みが採択

４ 区民参加による生き物図鑑づくり事業の開催

５ 近隣自治体との観光連携事業の推進

６ 第５回おから活用グランプリの開催

７ １０月の主なイベント情報
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【調査対象】 区内在住の満18歳以上の方、3000人（無作為抽出）

【調査項目】 「居住と生活環境」、「区政への関心と要望」、「広報活動」、「荒川区の魅力」、

「防災対策」、「地域とのつながり・暮らし」、「人権意識」の7項目

【調査期間】 9月30日（火）まで

１ 第５０回荒川区政世論調査を実施中

◆区民の皆様の意識や意向、意見、要望などを区として把握し、今後の区政運営の基礎資料とするため

の区政世論調査を実施中

調査結果の活用事例 封筒であら坊折り紙が作れる！
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２ 循環型社会の実現に向けた取り組み（プラスチックの分別回収開始ほか）

・10月1日から新たに「プラスチック回収日」を

設け、毎週1回、集積所にて回収する。

・回収対象は、

①プラスチック製容器包装
（プラマーク（ ）がついているもの）

②プラスチックのみでできているもの

・中の見える袋で出す(半透明でも可）

◆温室効果ガスの排出削減やごみの減量による最終処分場の延命化等のため、これまで燃やすごみ

として排出されていたプラスチックの分別回収を区内全域で開始する。

◆廃食油と小型充電式電池の回収拠点数を拡大し、リサイクルと適正排出の推進をはかる。

プラスチックの分別回収

▲回収対象物の例

回収拠点数の拡大

・１０月から「廃食油」と「小型充電式電池」の回収拠点数を以下のとおり拡大

【廃食油】10拠点⇒19拠点 【小型充電式電池】4拠点⇒20拠点 ※膨張電池も3拠点で回収

冷凍食品・お菓子等の袋 調味料等の容器 洗剤等の容器 錠剤等のフィルム

弁当容器・カップ麺容器 詰め替え等の袋 ボトルのラベル 容器等のキャップ
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３ 環境省公募の先進的モデル形成支援事業に荒川区の取り組みが採択

◆環境省ではプラスチック資源循環戦略に基づき、プラスチック使用製品廃棄物のリサイクルや回収拡
大等を図るため、先進的な社会実装モデル形成に取り組む事業者や地方公共団体を対象に「プラス
チックの資源循環に関する先進的社会実装モデル形成支援事業」の公募を実施

【① 区民からプラスチックを回収】 【② 再生プラスチック原料を作成】

【③ 区内事業者が新たなプラスチック製品（万年カレンダー）を作製】 【④区が区内で販売等を行う】

◆審査の結果、荒川区の「プラスチックの区内循環利用（地捨地消）」事業が採択された。

事業概要

新たなプラスチック
製品を作製

製品の組み立て・
梱包

２３区初
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４ 区民参加による生き物図鑑づくり事業の開催

◆ＡＩによる生物画像識別機能を搭載したスマートフォン用アプリ「BIOME（バイオーム）」を活用し、
アプリ上で生き物探しイベント「あら坊とつくろう！あらかわ生き物大図鑑２０２５秋」を開催

◆参加者に区内で撮影した動植物の写真をアプリに投稿してもらい、集積したデータに基づき、荒川
区オリジナルの生き物図鑑を作成

今回のメインミッションは「荒川区内の生き物画像を１０種投稿しよう」

⇒ミッション達成者の中から抽選で３０名に賞品をプレゼント

⇒集めた情報から、区内の自然環境や生物多様性に関する現況を把握

今後の環境施策や環境学習に活用

【開催期間】９月１６日（火）～１１月１６日（日）まで

【対象場所】荒川区内全域

図鑑のイメージ チラシ
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【デジタルスタンプラリー】 【都電秋バラ・紅葉偉人号の運行】 【荒川区・北区合同まちあるき】

～日暮里から始まる 都電沿線４区の偉人と、 両区の観光ボランティアが、

谷根千スポットめぐり～ 偉人ゆかりのスポットを紹介 千住・王子界隈の浮世絵関連の

【開催期間】９／２６～１１／２５ 【運行期間】 １０／１～１２／１０ スポットを案内

【開催日】１０／２

※申込受付は終了

５ 近隣自治体との観光連携事業の推進

◆賑わいの創出と地域経済の活性化を更に進めていくためには、区内外からの誘客の一層の促進が不可欠

◆自治体の枠を超えて、近隣自治体と連携した取組を行い、周遊性を高めていく

NEWNEW
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６ 第5回おから活用グランプリの開催

◆区内の３軒の豆腐店では、毎日５００キログラム以上のおからが排出されており、おからは美味しく
栄養価値が高い一方で、消費期限が短く、産業廃棄物として廃棄されることが多い現状がある。

◆これを踏まえ、地域全体で食品ロスの意識を高め、未来を考えられる街にすること、お店とお客様
をつなげて絆を深めることを目的に「おからグランプリ」を開催する。

◆区内商店の有志で構成する「食品ロス研究会」が令和３年から実施

令和7年9月荒川区長定例記者会見

大豆ミートおから揚げ おからの三点くるみ灸ラスサンド（ハロウィンver）

【概要】スタンプラリー形式で参加店舗（22店が参加）を巡る

お客様の投票によって１位から５位までを決定し、表彰

(前回の対象メニュー購入者：延べ１，０７８名)

【期間】１０月１日（水）～１１月３日（月・祝）

◆今年から１位（グランプリ）を区長賞と位置づけ、情報発信を強化

メニューの一例
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７ １０月の主なイベント情報

食品ロス削減月間 第12回下町・花フェス あらかわSTARTUPセミナー あらかわ遊園

キャンペーン 小店をめぐるスタンプラリー オグトーバーフェスト2025

10/1（水）～10/31（金） 10/1（水）～令和8.4/19（日） 10/7(火） 10/18（土）～１９（日）

１9時～21時 10時～19時
（開園時間は9時～20時）

140店が参加 ふらっとにっぽり3階 ふれあいハウス周辺、
多目的ホール 水遊び広場周辺等

開催日は荒川区民の入園無料！

スタンプ1個及び以降５個毎に
参加店舗で使用できるおまけ券
を進呈

【同時開催】
世界ポリオデー（東京荒川ロータリークラブ）
すみだがわオープンテラス（東京都公園協会）

楽しく学べる参加特典付きクイズ
キャンペーンなどを実施

毎年10月は
食品ロス削減月間！


